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  タップリベラメンテとフィルタライザーの活用(4) 

―SWD-DA10へ適用― 

 

１．始めに 

Hi-Res Editorの評価(7)までの一連の報告でHi-Res Editorによる再生機能と編集機

能について報告してきましたが、Hi-Res Editor は城下工業の DAC である

SWD-DA10と組み合わせますとエラーになって再生ができません。このことを城下

工業に報告したところ、早速 SWD-DA10用ドライバーの新バージョンを入手するこ

とができましたので、Hi-Res Editorにより SWD-DA10経由で再生してみることに

しました。また、この機会に SWD-DA10の電源供給に関するタップリベラメンテと

フィルタライザーの効果についても調べてみることにしました。 

 

２．タップリベラメンテとフィルタライザーおよび Hi-Res Editorの試聴方法 

 試聴は、タップリベラメンテとフィルタライザーを持参し、SWD-DA10を貸し出し

を受けてている A 氏邸で実施しました。さらに当方から城下工業の CD トランスポ

ート SWD-CT10 を持参し、SWD-DA10 との組み合わせで CD 再生をおこなうとと

もに、M氏が持参された電源ケーブルや RCAケーブルへの foQシートによる制振対

策の効果も調べることになりました。 

   

 

３．タップリベラメンテとフィルタライザーおよび Hi-Res Editorの試聴結果 

 最初に Hi-Res Editor の前に、A 氏邸の PC にインストールした HQPlayer と

SWD-DA10の組み合わせで、CDや BS放送から録音した 5.6MHzDSD 音源の DSD 

Native 再生を確認した後、Hi-Res Editor と SWD-DA10 の組み合わせで

11.2MHzDSD音源をリアルタイムに 5.6MHzDSDに変換して再生しますと、Hi-Res 

Editor と SWD-DA10 の組み合わせで問題なく再生できることが確認でき、

11.2MHzDSD 録音音源をリアルタイムに 5.6MHzDSD に変換して再生することも

できました。なお、SWD-DA10 には GPS-777 から 176.4KHz のクロックを供給し

http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/wordpress/wp-content/uploads/2013/12/EMT-XSD-15用ステップアップトランスの試聴1HP収載.pdf


ています。SWD-DA10 では 11.2MHzDSD の DSD Native 再生ができませんが、

Hi-Res Editorのリアルタイム変換機能を使うことにより 11.2MHzDSD録音音源の

メリットを受けられることになります。 

 ここで SWD-DA10 の電源を A 氏邸のタップからタップリベラメンテから取るよう

にしますと、ディテールの再現と間接音の表現力が向上し、さらに SWD-DA10 の

AC アダプターの DC ケーブルをフィルタライザーに巻きますと、11.2MHzDSD 録

音音源本来のより自然な響きが聴こえてきました。 

以上で、当初の目的の確認は終わったのですが、せっかくの機会ということで M 氏

が持参された AET-SCR という電源ケーブルを DENON のアンプに装着してみたと

ころ、ピアノらしい響きが向上し、音の透明度も向上しました。M 氏によれば、こ

のケーブルは元気は良いが、少し粗いところがあり、foQシートで帯状に端子やケー

ブルの中間位置を適宜制振動するとこのような効果が出るとのことでした。ここで

SWD-DA10 から DENON のアンプへの RCA ケーブルをリベラメンテから M 氏が

持参された Ortofonの 7Nケーブルに替えますと、音が単調になり、リベラメンテの

持つ表現力の豊かさから後退しました。そこでその場でM氏が持参された foQシー

トを切って Ortofonのケーブルに巻き付けて聴いてみますと、元のリベラメンテの味

わいにかなり戻ってきた感じがしました。 

ここで、PC オーディオから CD 再生に移ることにし、持参した SWD-CT10 から

CCV-5経由で SWD-DA10に入力することで再生音の確認をすることにしました。な

お、SWD-CT10 には GPS-777 から 48KHz、CCV-5 には GPS-777 から 96KHz 、

SWD-DA10 には GPS-777 から 192KHz のクロックを入力します。そして

SWD-CT10 の電源はタップリベラメンテから取り、AC アダプターの DC ケーブル

はフィルタライザーに巻き付けます。この状態で持参した前橋汀子の無伴奏パルティ

ータ、先日聴いてきたばかりのフォルテピアノによるモーツアルトの幻想曲、M 氏

持参のリリー・クラウスのモーツアルトなどを聴いていきましたが、クロック入力に

加えてタップリベラメンテとフィルタライザーの効果が相まって、フォルテピアノは

生音が再現されているようでしたし、M 氏によればリリー・クラウスのベーゼンド

ルファーもそれらしく聴こえるとのことでした。ここで、さらに SWD-CT10 から

CCV-5 に入力しているディジタルリベラメンテと GPS-777 から SWD-CT10 へのク

ロック入力の BNCケーブルに foQシートの制振を施しますと、一段と音が冴えてき

ました。 

PCオーディオに戻り、SWD-CT10の CD再生と、HQPlayerにより CDからのリア

ルタイム 5.6MHzDSD 変換再生の対決となりましたが、PC オーディオの方は DSD

変換しているにも関わらず、音が冴えません。A氏の使用している USBケーブルに

問題があると目星をつけてこの USBケーブルにも foQの制振を施しますと、ようや

く SWD-CT10の CD 再生と拮抗できるところまで回復できました。 

http://audiokenkyu.sakura.ne.jp/?p=6311


 

４．まとめ 

 当初目的とした、城下工業に早速対応していただいた SWD-DA10用ドライバーの

新バージョンによりHi-Res Editorによる SWD-DA10の再生が可能であることが

確認でき、SWD-DA10の電源供給に関するタップリベラメンテとフィルタライザ

ーの効果についても確認できました。さらに、タップリベラメンテとフィルタライ

ザーを使用した SWD-CT10 と SWD-DA10 の組み合わせは、普及品クラスの製品

とは思えないほどのパーフォーマンスを示し、電源ケーブル、RCA ケーブル、デ

ィジタルケーブル、クロック供給用 BNCケーブル、USBケーブルに至るまで foQ

の効果も確認できました。 
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